
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人駿河会 特別養護老人ホーム晃の園 令和 2 年 10 月発行 

〒421-1311 静岡県静岡市葵区富沢 1542-39 

電話 054-270-1210 ホームページ：http://www.surugakai.net/hikari/ 

晃
ひ か り

の園
そ の

だより 

晃の園での暮らしの様子をお伝えします 

№221 

笑い声の響く日常があります 

静岡県共同募金会を通じて、木内建設株式会社様より胡蝶蘭の寄付をいただきました。

特養の他に、ショートステイやデイサービスセンター嘉響でも楽しませてもらってい

ます。 

いつもより空間が華やかになるのはもちろん、「立派だね」「綺麗だね」「すごいね」と

会話も弾みます。素敵な贈り物をありがとうございました。 

 

特養相談員の異動のお知らせ 
10 月より晃の園相談員が新体制になります。今後とも前任者同様、以前と変わら

ぬご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

佐野貴之 
（ラポーレ駿河はとり介護支援事業所へ） 

堀井美希 
（楪・新樹生活相談員へ） 
この度、新樹・楪棟の相談員をさせて頂くこ

とになりました、堀井と申します。 

今まではショートステイの介護職員として勤

務していました。新人相談員として精一杯務

めたいと思います。よろしくお願い致します。 

特養相談員の異動のお知らせ 

入職してから 15年半、晃の園で勤めさせて頂

きましたが、この度職場内の異動に伴い、 

慣れ親しんだ富沢を離れることになりまし

た。多くの出会いに感謝しております。 

今後も駿河会の一員として、新たな気持ちで

精進して参ります。 



 

 

 敬老の祝い 
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晃の園ショートステイ通信 

普 段 の 生 活 か ら 

こつこつ防災 

例年 9月は、「敬老の日」の記念行事として、式典と家族会を開催して 

おりましたが、今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 

中止とさせていただきました。 

みんなで集まってのお祝いは残念ながら叶いませんでしたが、お花と記念弁当を用意

致しました。いつもよりこじんまりしたお祝いでしたが、皆さんの笑顔にこちらも 

元気を頂きました。 

 

午後のひと時 

今日も紅ユニットでは皆様ゆったりとした時間を 

過ごされています 

好きなテレビを観たり、時には昼寝したり、 

猫の本を「かわいいね」と読まれていたり。 

そんな午後の時間も大切にしていきたいですね。 

だんだんと朝晩が冷え込んで、秋の匂いがしてきました。 

暖かくして風邪をひかないようにしましょうね。 

おやつレクリエーションで抹茶ババロアをつくりました。 

 

よ～く混ぜて… 

冷えて固まったら、ひっくり返してトッピング 

抹茶ババロアの完成！！ 

 

抹茶に小豆のソースが合って「美味しいね」と好評でした 

ババロア作り 

新型コロナウイルスの影響で各地のお祭りは中止に。 

少しでもお祭り気分を味わってもらおうと、装飾にも   

こだわったかき氷企画を開催しました。 

みんなでちょうちんを切ったり貼ったり、楽しい準備は笑い

声も響きます。こんなに立派な看板もお手製で作っていただ

きました。 

夏のおもてなし 

「懐かしいね。女学生に戻ったみたい」 

「暑い時期にちょうどいいね」「かき氷なんて

何年振りかしら」と、思い出話にも花が咲き、

大好評の企画となりました。 

コロナ禍で、ショートステイで行える催しも 

限られていますが、今後も楽しんでいただける

企画を考えていきます。 

新型コロナウイルス感染症がいまだ猛威を振るって

いますが、面会の制限や、ショートステイの利用  

制限など、皆様のご協力もあって、感染症発症者を

出さずに日々を過ごすことができています。 

しかし、感染経路不明の症例も多くあり、いつ、誰

が発生してもおかしくないような状況であるため、

感染症発症者や感染が疑わしい人、濃厚接触者が 

発生した場合、それ以上感染を広げないための対策

訓練を行いました。まず感染を広げないための介助

手順や廃棄物の処理手順などの確認をおこない  

ました。そして、正しい防護服着脱手順の動画を  

作成し、それを観ながらの着脱訓練も実施しました。 

「コロナを持ち込まない」対策は引き続き細心の 

注意を払って実施していき、「コロナを広げない」 

対策も今後訓練を重ね、強化していきます。 


